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(57)【要約】
　電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲に
おける火災を消火又は防止するための方法及び装置にお
いて、装置が、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記
内部、表面又は周囲における１つの不活性ガス又は複数
の不活性ガスから成る混合物の濃度が、所定の値を下回
らないように機能する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災を消火又は防止するた
めの方法において、装置が、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲
における少なくとも１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度が、所
定の値を下回らないように機能することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記装置が、
　‐少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定する少なくとも１つのセンサを有しており
、
　‐前記少なくとも１つのセンサの測定値が供給される制御ユニットを有しており、
　‐前記制御ユニットによって制御されて、不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混
合物を、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲において排出させる
ガス供給装置を有していることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アルゴン、窒素、二酸化炭素の群からの１つの不活性ガス、又は、前記群からの少なく
とも２つのガスの混合物、又は、前記群からの少なくとも１つのガスと少なくとも１つの
その他のガス、好ましくは少なくとも１つの不活性ガスとの混合物が用いられ、前記ガス
の内少なくとも１つの濃度が測定されることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガスの少なくとも一時的なフローが、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部
、表面又は周囲において生成又は維持され、前記フローは前記ガスの混合に用いられるこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲に、負圧が、ガスをポンプ
で排出することによって少なくとも一時的に生成又は維持されることを特徴とする請求項
１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの不活性ガスが、少なくとも一時的に液状形態で供給されるか、又は、
供給のために液状形態で準備されることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定された温度に基づいて決定又は
変更されることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定又は監視された物質の濃度に基
づいて決定又は変更されることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項９】
　電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災を消火又は防止するた
めの装置において、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲における
１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度が、所定の値を下回らない
ように機能する装置が設けられている装置。
【請求項１０】
　‐少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定するための少なくとも１つのセンサ（２、
２ａ）を有しており、
　‐前記少なくとも１つのセンサの測定値が供給され得る少なくとも１つの制御ユニット
（３、３ａ）を有しており、
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　‐少なくとも１つの制御ユニット（３、３ａ）によって制御されて、不活性ガス又は複
数の不活性ガスから成る混合物を、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又
は周囲において排出させる（７、７ａ、７ｂ）ことができるように構成されたガス供給装
置（４、４ａ、４ｂ）を有していることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　アルゴン、窒素、二酸化炭素の群からの１つの不活性ガス、又は、前記群からの少なく
とも２つのガスの混合物、又は、前記群からの少なくとも１つのガスと少なくとも１つの
その他のガス、好ましくは少なくとも１つの不活性ガスとの混合物が用いられ、前記ガス
の内少なくとも１つの濃度が測定され得ることを特徴とする請求項９又は１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記ガスの少なくとも一時的なフローが、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部
、表面又は周囲において生成又は維持されることが可能であり、前記フローは前記ガスの
混合に用いられることを特徴とする請求項９から１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲に、負圧が、ガスをポンプ
で排出することによって少なくとも一時的に生成又は維持され得ることを特徴とする請求
項９から１２のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】
　少なくとも１つの不活性ガスが、少なくとも一時的に液状形態で供給されるか、又は、
供給のために液状形態で準備されることを特徴とする請求項９から１３のいずれか一項に
記載の装置。
【請求項１５】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定又は監視された物質の濃度に基
づいて決定又は変更されることを特徴とする請求項９から１４のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項１６】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定又は監視された物質の濃度に基
づいて決定又は変更されることを特徴とする請求項９から１５のいずれか一項に記載の装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災の消火又は
防止方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電気化学エネルギー貯蔵装置に関連する、特にリチウムベースの電気化学エネルギー貯
蔵装置に関連する火災は、製造者、販売業者又は救急隊等の、このような火災の消火又は
防止に取り組む又は委託されている関係者にとって、大きな挑戦である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の課題は、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災の消
火又は防止方法及び装置を記載することにあり、それによって、同時に損害を最小限に抑
えて、このような火災を確実に消火又は防止することが可能になる。本課題は、独立請求
項のいずれか一項に記載の方法又は装置によって解決される。下位請求項は、本発明の有
利なさらなる構成を保護するものである。
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【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明では、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災の消火又
は防止方法が設けられており、当該方法においては、好ましくは１つの装置が、電気化学
エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における１つの不活性ガス又は複数の不活性ガ
スから成る混合物の濃度が所定の値を下回らないように機能する。
【０００５】
　さらに、本発明では、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災
の消火又は防止装置が設けられており、当該装置は、好ましくは、電気化学エネルギー貯
蔵装置の内部、表面又は周囲における１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混
合物の濃度が所定の値を下回らないように機能する装置を有している。
【０００６】
　この関連において、不活性ガスは火災を防止又は消火するのに適した気体又は気体の混
合物として理解され、好ましくは、不活性ガスは、火災の発生若しくは持続を促進する、
又は、火災の発生若しくは持続に必要な化学反応相手を、火災範囲から排除又は除去する
。このような不活性ガスの好適な例は、アルゴン、窒素、二酸化炭素又はこれらの気体の
いくつかの混合物、例えばInergen(登録商標)又はArgonite(登録商標)である。
【０００７】
　基本的に、この関連においては、燃焼物と化学的に反応せず、かつ、燃焼物の考えられ
得る反応相手を燃焼範囲から排除することができる気体は全て、不活性ガスとして適して
いる。Inergen(登録商標)は、窒素、アルゴン及び二酸化炭素の混合気の商標であり、当
該混合気は、火災を消火するための消火剤として、又は、能動的に火災を防止するための
保護ガスとして用いられる。Inergenは、52Vol.%の窒素と、40Vol.%のアルゴンと、8Vol.
%の二酸化炭素とから成る（http://de.wikipedia.org/wiki/Inergen）。
【０００８】
　INERGEN(登録商標)の全成分であるアルゴン、窒素及び二酸化炭素は、天然由来である
。アルゴン及び窒素は周囲の大気から、二酸化炭素は天然のガス源から得られる。これら
の成分は、消火の後、環境に負荷を与えることなく、変化せずに再び大気中に達する。IN
ERGEN(登録商標)は、酸素を排除することによって消火し、二酸化炭素を含むことによっ
て同時に人体への酸素の供給を確実にする。
【０００９】
　消火剤中のＣＯ２の割合8Vol.%は、換気された空間においては、火災の危険及び消火剤
の量に応じて、2.5Vol/%から5.0Vol.%の濃度をもたらす。この小さい百分率は、人体にお
ける呼吸制御に影響を与えるので、消火領域における最小酸素供給量は、消火のためには
14Vol.%から10Vol.%までに削減されるのだが、呼吸リズム（体積）の自動的な上昇によっ
て補償される。重要な身体機能を保証するために我々の脳細胞に到達する酸素の量は、実
際には不変である。意識を失った人間でも同様である。すなわち、INERGEN(登録商標)は
、人体を損なうことのない気体状消火剤であり、完全に残滓を生じずに消火し、環境に対
して100%中立である（http://www.totalwalther.de/inergen_loeschanlagen.htm）。
【００１０】
　希ガスアルゴンは、0℃及び1013hPaにおいて、1784kg/cm3の密度を有しており、空気よ
りも重い。アルゴンは化学的に非常に不活性で、希ガスの中で最も安価かつ大量に利用で
きるので、多くの領域において産業的に利用されている。窒素を保護ガスとして用いるこ
とができない場合、例えば高温において窒素と化学的に反応する金属を用いた方法の場合
、アルゴンは保護ガスとして好適に利用される。アルゴンは毒性を有さず、食品添加物（
E938）として、圧縮ガス及び保護ガスとして、好ましくは食料品の包装及びワインの製造
に際して用いられることさえある。アルゴンは、その消火作用に基づき、気体状消火剤と
して利用可能であり、専ら物品の保護、特に電気機器及びコンピュータの保護に用いられ
る（http://de.wikipedia.org/wiki/Argon）。
【００１１】
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　窒素は無色かつ無毒の気体で、0℃において1250kg/cm3の密度を有し、空気よりも重く
、その沸点は77.36ケルビンである。窒素分子は、天然の吸入空気の78％を占める主要成
分である。窒素はアルゴンのように、食品添加物として、例えば圧縮ガス、包装ガス又は
生クリームを泡立てるためのガスとして、E941の名称で許可されている。窒素は保護ガス
として、特に溶接の際及びランプ充填ガスとして用いられる。窒素の不活性特性は、ここ
では有利に働く（http://de.wikipedia.org/wiki/Stickstoff）。
【００１２】
　二酸化炭素は、不燃性で、2000℃よりも高温でようやく一酸化炭素と酸素とに分解され
る無色かつ無臭の気体であり、優れた水溶性を示す。塩基性の金属酸化物又は金属水酸化
物によって、２種類の塩が生成され、これらは炭酸塩又は炭酸水素塩と称される（http:/
/de.wikipedia.org/wiki/Kohlenstoffdioxid）。二酸化炭素は吸入空気の天然成分であり
、平均濃度0.038%で吸入空気中に存在している。二酸化炭素は、その酸素を排除する特性
ゆえに、消火目的で、特に消火器及び自動消火設備において用いられる。
【００１３】
　不活性ガスInergen(登録商標)の成分である二酸化炭素によって、Inergenは人間が滞在
する空間においても、火災の消火及び防止のために用いられ得る。このとき、二酸化炭素
は、酸素欠乏時の人間の呼吸周期を上げるように作用するので、人間は、不活性ガスが充
満した空間において、10Vol.%をわずかに上回る酸素濃度でも生き延びることができる。
多くの火災は、このような低い酸素濃度においてすでに消火されているか、又は、生じな
いので、Inergenを用いた火災防止又は火災消火は、しばしばその他の保護ガスを用いた
火災消火よりも好まれる。これによって、関与する人間への危険が減少し得るからである
。
【００１４】
　Argonite(登録商標)は、約50%のアルゴンと50%の窒素とから成る混合物の商標である。
Inergenとは異なり、Argoniteは二酸化炭素の混合を含まないので、結果として、Inergen
中に混合される二酸化炭素の生命維持作用は、Argoniteを用いた場合には生じないが、こ
れは時には有利な結果をももたらすものであり、すなわち、Argoniteを用いた場合には、
所望されない生物への作用又は混合された二酸化炭素との化学反応は想定されていない。
【００１５】
　アルゴン又は窒素又はInergen若しくはArgonite等のこれらのガスの混合物等のすでに
挙げた不活性ガスであって、部分的に混合物を、好適には二酸化炭素から成る混合物を含
む不活性ガスの他に、本発明に係る不活性ガスとして、大抵は通常の条件下で気体状の、
火災を阻止、防止又は消火する作用を有するさらなる化合物が考慮の対象となる。
【００１６】
　これに含まれるのは、例えばフルオロホルム又はそれに類似したハロホルムであり、こ
れらの内では、フルオロ部分がその他のハロゲンによって置換されている。フルオロホル
ムは化学式CHF3を有しており、様々な適用例において消火剤として用いられている。フル
オロホルムは、その総じて低い毒性と、低い化学反応性と、高い密度とゆえに、それに適
しているものと思われる。フルオロホルムは、DuPont社のFE‐13という商品名で入手可能
である。
【００１７】
　さらに、本発明の関連においては、不活性ガス1,1,1,2,3,3,3‐ヘプタフルオロプロパ
ンも考慮の対象である。この不活性ガスは、HFC‐20720又はHFC‐227eaという商品名でも
知られている。これは、無臭かつ無色の気体状ハロカーボンである。この化合物は、気体
状消火剤として用いられている。この消火剤は、好ましくはデータ処理設備及び遠隔通信
設備の領域における火災の消火に適している。その消火作用は、好ましくは6.25Vol.%か
ら9Vol.%の間の濃度で生じる。9Vol.%より低い濃度であれば、米国環境当局は、当該ガス
を人間が滞在する空間で使用することを許可している。非常に高い温度では、ヘプタフル
オロプロパンは、分解されてフッ化水素を生成する。
【００１８】
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　本発明の関連において不活性ガスとして用いられ得るさらなる化合物は、ブロモトリフ
ルオロメタンである。ブロモトリフルオロメタンは、すでに6%の濃度で消火作用を有する
。
【００１９】
　さらに、本発明の関連において不活性ガスとして考慮されるのは、ブロモクロロジフル
オロメタンであり、これはハロン1211としても知られている。
【００２０】
　すでに挙げたハロゲン含有化合物の内いくつかは、その環境への悪影響ゆえに問題であ
り、部分的に、その使用において、法的規定によって制限されるので、ここでは、さらな
る化合物を挙げることにする。当該化合物は、Novec1230という商品名で知られている。
これは、3M社の製品である。Novec1230の密度は1723g/cm3であり、したがって空気よりも
重い。当該化合物は、通常の条件下では液体として存在しており、したがって、火災領域
に液体の形態で持ち込むこともできる。
【００２１】
　さらなる気体状又は液状の化合物は、ここではスペースの都合上全てを列挙できないが
、本発明に係る不活性ガス又は不活性ガス混合物の成分として適している。
【００２２】
　本発明の好ましい一実施形態によると、方法又は対応する装置が設けられており、当該
方法又は当該装置においては、装置が少なくとも１つのセンサを有しており、当該センサ
は、少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定する。さらに、当該装置は好ましくは１つ
の制御ユニットを有しており、当該制御ユニットには、少なくとも１つのセンサの測定値
が供給される。さらに、当該装置はガス供給装置を有しており、当該ガス供給装置は制御
ユニットによって制御され、不活性ガス又は不活性ガスから成る混合物を、電気化学エネ
ルギー貯蔵装置の内部、表面、又は周囲に流出させる。
【００２３】
　少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定することは、本発明の対応する実施形態が、
酸素等の気体状の反応相手の濃度測定が不可能又は非合理的である場合にも有効に用いら
れ得るという利点と結びついている。なぜなら例えば、酸素は燃焼反応において唯一のあ
り得る反応相手ではないからである。本発明のいくつかの好ましい実施形態では、少なく
とも１つの不活性ガスの濃度測定に加えて、生じ得る火災を促進又は維持する化学反応の
気体状反応相手（反応物）の少なくとも１つの濃度の測定も設けられている。これによっ
て、火災領域における１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスの充満をより制御すること
が可能になり、したがって、好ましくは火災領域における人間の健康の侵害にも抵抗でき
る。
【００２４】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と
組み合わせることができる実施形態によると、本発明に係る方法又は装置との関連におい
て、アルゴン、窒素、二酸化炭素の群から１つの不活性ガス、又は、この群からの少なく
とも２つのガスの混合物を用いることができる。この群からの少なくとも２つのガスの混
合物の代わりに、本発明のその他の好ましい実施形態においては、この群からの１つ又は
複数のガスと、この群に属さない少なくとも１つのさらなるガスとの混合物も設けられて
いる。
【００２５】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と
組み合わせることができる実施形態によると、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面
又は周囲にガスのフローが少なくとも一時的に生成又は維持され、それによってこれらの
ガスが混合される。本発明の当該実施形態は、ガスの濃度、特に不活性ガス又は濃度が測
定されるその他のガスの濃度が、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲の様
々な領域において同じか又は略同じ値に保たれ得るという利点と結びついている。これに
よって、必要なガスセンサの数を少なく保つことができる。なぜなら、ガス濃度の均一性
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ゆえに、少ない測定でも、電気化学エネルギー貯蔵装置の領域全体の濃度を代表している
と見なすことができるからである。
【００２６】
　このようなガスフローは、好ましくは電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周
囲に設けられた送風機によって生成又は維持される。
【００２７】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と
組み合わせることができる実施形態によると、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面
又は周囲に、負圧が、ガスをポンプで排出することによって少なくとも一時的に生成又は
維持され得る。このようにガスをポンプで一時的に排出することによって、火災を促進、
維持又は加速させ得る化学反応の反応関与物質の排除又は排出が加速され得る。これによ
って、火災に対処できる。加えて、ガスを一時的にポンプで排出した後、発生する負圧に
よって、不活性ガスが負圧下で膨張できる場合、対象領域に不活性ガスをより容易かつよ
り迅速に充満させることが可能である。これによって、不活性ガスの火災を阻止する作用
、又は、火災を防止する作用は促進又は加速される。
【００２８】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と
組み合わせることができる実施形態によると、少なくとも１つの不活性ガスが、少なくと
も一時的に液体の形態で供給されるか、又は、供給のために液体の形態で用意される。こ
の実施形態においては、好ましくは揮発性の液状不活性ガスの蒸発に基づく冷却作用によ
って、特に蒸発の基礎を成す相転移の潜熱が可能な限り高い場合に、さらなる利点が生じ
る。１つ又は複数の液状不活性ガスの噴射は、好ましくは上述した電気化学エネルギー貯
蔵装置の内部、表面又は周囲におけるガスのポンプによる排出と組み合わされる。この措
置によって、液状不活性ガスの保護対象領域への特に有効な噴射が必要になる。なぜなら
、支配的な負圧が、不活性ガスの膨張及び蒸発を促進するからである。
【００２９】
　本発明のさらなる好ましい一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と
組み合わせることができる実施形態によると、１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスの
混合物の濃度の所定の値は、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲で測定さ
れた温度に基づいて決定又は変更される。
【００３０】
　本発明のさらなる一実施形態であって、その特徴をその他の実施形態の特徴と組み合わ
せることができる実施形態によると、１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスの混合物の
濃度の所定の値は、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲で測定又は監視さ
れた物質濃度に基づいて決定又は変更される。ここで濃度が測定又は監視される好ましい
物質は、火災を促進する化学反応の潜在的反応物（反応関与物質）である。
【００３１】
　以下に、本発明を、好ましい実施例に基づき、図を用いてより詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の第１の好ましい実施例を示す概略図である。
【図２】本発明の第２の好ましい実施例を示す概略図である。
【図３】本発明の第３の好ましい実施例を示す概略図である。
【図４】本発明の第４の好ましい実施例を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００３３】
　図１に概略的に示された本発明に係る電気化学エネルギー貯蔵装置の実施例は、複数の
ガルバニ要素２の他に、ハウジング１内にセンサ２を有しており、その測定結果５は制御
ユニット３に供給され、制御ユニット３は制御信号６をガス供給装置４に送信し、それに
よって、ガス供給装置４は、測定されたセンサデータに基づいて制御される。
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【００３４】
　当該ガス供給装置は、好ましくはガス貯蔵装置を有している。そうではない場合、ガス
が、外部から図示されていないガス供給管を通じて供給される。センサ２は、好ましくは
、ハウジング１内の１つ又は複数の不活性ガスの濃度を測定するためのガスセンサである
。本発明のその他の実施例では、複数の異なる又は部分的に同種のセンサ２を設けること
もできる。当該センサは、様々な場所において、同じ物理量、好ましくはガス濃度若しく
はガスの分圧を測定するか、又は、例えば不活性ガスの濃度、火災に関与し得る化学反応
の反応物（誘導）の濃度、若しくは、ハウジング１内部の様々な場所における温度等の異
なる物理量を測定する。制御ユニット３は、制御信号６を用いて、ガス供給装置４がハウ
ジング体積７内に、いつ、どのように１つ又は複数の不活性ガスを充満させるかを決定す
る。
【００３５】
　ここで、空間領域をガス、好ましくは不活性ガスで充満させることは、液状又は気体状
凝集状態にある「ガス」を用いて行われる。液状のガスが用いられる場合、ガスという表
記は、ここで問題となっているのは好ましくは軽い揮発性を有する液体であり、この液体
は充満の際に支配的な条件（圧力、温度等）において、迅速に、全てが又は少なくとも大
部分が気体状凝集状態に転移するという仮定によって正当化される。
【００３６】
　液相から気相への転移が、著しい熱量の受容を伴う物質が用いられる限り、これは、こ
こに結びついた冷却が、火災を引き起こす又は維持する化学反応の潜在的反応関与物質か
らエネルギーを奪うことによって、対象空間領域に火災阻止又は火災防止作用を追加的に
加え、それによって当該反応の効果的な活性化エネルギーが著しく高められるという利点
と結びついている。
【００３７】
　図２に示された本発明の実施例においては、ガス供給装置４ａはハウジング１の外面上
にあり、それによって、ハウジング１の外側領域に不活性ガスを充満７ａさせることが可
能になる。この充満７ａが測定値に応じて制御され得るように、ハウジング１の外側領域
には、追加的なセンサ２ａが設けられており、その測定データ８は制御装置３に供給され
る。この実施例において同様にハウジング１内部に存在するセンサ２は、ハウジング内に
取り付けられたガス供給装置又は外側に取り付けられたガス供給装置４ａを通じた、本図
には示されていないハウジング内部の充満の制御に用いられる。さらに、ハウジング１内
に不活性ガスを充満させるための適切な可能性が設けられている。
【００３８】
　図３は、図１及び図２の実施例の可能性の組み合わせを示しており、ハウジング内部に
不活性ガスを充満７させるためのガス供給装置４がハウジング１の内部に設けられている
と共に、ハウジング外側の領域に充満７ａさせるための、ハウジング外側に取り付けられ
たガス供給装置４ａも設けられている。この場合、ガス供給装置４及び４ａは、制御ユニ
ット３又は３ａによって制御され、当該制御ユニットは、図３に示された１つのセンサ装
置２から、その測定データを受信する。ここでも、適用状況に応じて、複数のセンサ装置
２がハウジング内とハウジング外とに分けて配置されている変型例が有利であり得る。
【００３９】
　これらの実施例は、特にどのようにして、電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又
は周囲における火災が、電気化学エネルギー貯蔵装置の内又は上に配置され、したがって
容易に当該電気化学エネルギー貯蔵装置と共に交換可能な手段によって阻止又は防止され
得るかを示している。例えば、電気化学エネルギー貯蔵装置の頻繁な交換が部分的に計画
されている電気自動車等で利用する場合、これは利点となる。
【００４０】
　それに対して、図４は、本発明のさらなる一実施例を示している。本実施例によると、
ガス供給装置と制御ユニットとは共にハウジング１の外側に配置されている。本実施例は
、不活性ガス消火設備の可能性を示しており、この可能性においては、電気化学エネルギ
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ー貯蔵装置は、単に本発明に係る不活性ガス濃度制御装置のセンサ装置を含んでいる。本
実施例では、当該センサ装置の測定データは、ハウジング内部から好ましくは固定的消火
装置又はそのさらなる処理のための制御ユニットに伝達される。
【符号の説明】
【００４１】
　　１　ハウジング
　　２、２ａ　センサ
　　３、３ａ　制御ユニット
　　４、４ａ、４ｂ　ガス供給装置
　　５　測定結果
　　６　制御信号
　　７、７ａ　充満
　　８　測定データ

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【手続補正書】
【提出日】平成25年7月9日(2013.7.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災を消火又は防止するた
めの方法において、装置が、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲
における少なくとも１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度が、所
定の値を下回らないように機能することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記装置が、
　‐少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定する少なくとも１つのセンサを有しており
、
　‐前記少なくとも１つのセンサの測定値が供給される制御ユニットを有しており、
　‐前記制御ユニットによって制御されて、不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混
合物を、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲において排出させる
ガス供給装置を有していることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　アルゴン、窒素、二酸化炭素の群からの１つの不活性ガス、又は、前記群からの少なく
とも２つのガスの混合物、又は、前記群からの少なくとも１つのガスと少なくとも１つの
その他のガス、好ましくは少なくとも１つの不活性ガスとの混合物が用いられ、前記ガス
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の内少なくとも１つの濃度が測定されることを特徴とする請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記ガスの少なくとも一時的なフローが、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部
、表面又は周囲において生成又は維持され、前記フローは前記ガスの混合に用いられるこ
とを特徴とする請求項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲に、負圧が、ガスをポンプ
で排出することによって少なくとも一時的に生成又は維持されることを特徴とする請求項
１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　少なくとも１つの不活性ガスが、少なくとも一時的に液状形態で供給されるか、又は、
供給のために液状形態で準備されることを特徴とする請求項１から５のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項７】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定された温度に基づいて決定又は
変更されることを特徴とする請求項１から６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定又は監視された物質の濃度に基
づいて決定又は変更されることを特徴とする請求項１から７のいずれか一項に記載の方法
。
【請求項９】
　電気化学エネルギー貯蔵装置の内部、表面又は周囲における火災を消火又は防止するた
めの装置において、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲における
１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度が、所定の値を下回らない
ように機能する装置が設けられている装置。
【請求項１０】
　‐少なくとも１つの不活性ガスの濃度を測定するための少なくとも１つのセンサ（２、
２ａ）を有しており、
　‐前記少なくとも１つのセンサの測定値が供給され得る少なくとも１つの制御ユニット
（３、３ａ）を有しており、
　‐少なくとも１つの制御ユニット（３、３ａ）によって制御されて、不活性ガス又は複
数の不活性ガスから成る混合物を、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又
は周囲において排出させる（７、７ａ、７ｂ）ことができるように構成されたガス供給装
置（４、４ａ、４ｂ）を有していることを特徴とする請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　アルゴン、窒素、二酸化炭素の群からの１つの不活性ガス、又は、前記群からの少なく
とも２つのガスの混合物、又は、前記群からの少なくとも１つのガスと少なくとも１つの
その他のガス、好ましくは少なくとも１つの不活性ガスとの混合物が用いられ、前記ガス
の内少なくとも１つの濃度が測定され得ることを特徴とする請求項９又は１０に記載の装
置。
【請求項１２】
　前記ガスの少なくとも一時的なフローが、前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部
、表面又は周囲において生成又は維持されることが可能であり、前記フローは前記ガスの
混合に用いられることを特徴とする請求項９から１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記電気化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲に、負圧が、ガスをポンプ
で排出することによって少なくとも一時的に生成又は維持され得ることを特徴とする請求
項９から１２のいずれか一項に記載の装置。
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【請求項１４】
　少なくとも１つの不活性ガスが、少なくとも一時的に液状形態で供給されるか、又は、
供給のために液状形態で準備されることを特徴とする請求項９から１３のいずれか一項に
記載の装置。
【請求項１５】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定された温度に基づいて決定又は
変更されることを特徴とする請求項９から１４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１６】
　１つの不活性ガス又は複数の不活性ガスから成る混合物の濃度の所定の値は、前記電気
化学エネルギー貯蔵装置の前記内部、表面又は周囲で測定又は監視された物質の濃度に基
づいて決定又は変更されることを特徴とする請求項９から１５のいずれか一項に記載の装
置。
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